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何かをしたいけど何をしたらいいかわからない人は沢山
いると思う。上手にオーガナイズする人が必要かな。その
ような人を育てることが必要。
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何でもいいからとにかく肉体労働することが人間としての基
本だろうと思います。第一次産業、特に“土いじり”がとっつき
やすいのではないでしょうか。支える方としては、農業を半分
リタイアしたような人を核に、会社員、公務員などのリタイア
組が一緒に働く姿が一番イメージしやすい。
第３次産業に勤めるとか、雇われるのではなく、自らが体を
動かして組織に参加するシステムを創りたい。
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あまりにも技術が進歩しすぎた現代社会も問題。
経済面でも、雇用が国内に戻り、失業率が減れば、自
閉症の分野にも変化がでてくるのではないか。
物質文明はこのくらいにして、人間社会のコミュニ
ケーションの面が、江戸時代の人間関係に戻れないも
のか。


